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一
体
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
弱
っ
た
と
は
い
え
、
世
界
で
最
も
強
大
な
権

力
を
握
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
で
あ
る
。
あ
の
滅
茶
苦
茶
な
言
動
か
ら
泡
沫
候

補
と
見
て
い
た
が
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
の
間
に
当
選
し

て
し
ま
っ
た
。

　

私
は
大
学
生
だ
っ
た
が
、
最
初
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ

た
一
九
六
四
年
一
〇
月
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
が
暗
殺
さ
れ

た
後
の
大
統
領
選
挙
の
最
中
で
あ
り
、
民
主
党
は
ジ
ョ

ン
ソ
ン
で
、ケ
ネ
デ
ィ
路
線
の
継
承
を
訴
え
て
い
た
。

対
す
る
共
和
党
は
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
。
南
部
保

守
層
を
支
持
基
盤
に
反
共
、
保
守
主
義
、
人
種
差
別

の
政
策
で
、
結
果
は
確
か
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
三
分
の
一

程
度
の
得
票
率
し
か
な
か
っ
た
と
思
う
。
私
は
、
後

に
彼
ら
は
な
ぜ
あ
れ
だ
け
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
の
め

り
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
大
き
な
疑
問
を
抱
え
込
ん

だ
が
、
ハ
ン
フ
リ
ー
副
大
統
領
や
、
ケ
ネ
デ
ィ
チ
ー

ム
で
あ
っ
た
弟
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
、マ
ク
ジ
ョ
ー

ジ
・
バ
ン
デ
ィ
、
セ
オ
ド
ア
・
ソ
レ
ン
セ
ン
、
ア
ー

サ
ー
・
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
、
そ
し
て
ケ
ネ

ス
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
な
言
説
に
大

き
な
影
響
を
受
け
た
。
当
時
、
東
部
ボ
ス
ト
ン
近
郊

で
、
様
々
な
人
々
と
通
訳
の
近
藤
正
臣
氏
（
後
に
大

東
文
化
大
学
教
授
）
を
介
し
て
か
な
り
突
っ
込
ん
だ

意
見
交
換
を
行
っ
た
が
、
総
じ
て
中
間
層
の
知
的
水

準
の
高
さ
を
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が

私
の
ア
メ
リ
カ
観
の
そ
の
後
の
基
準
と
な
っ
た
。
リ

ベ
ラ
ル
の
底
力
で
あ
る
。

　

今
回
の
ト
ラ
ン
プ
勝
利
は
、エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ

ド
の
翻
訳
者
で
あ
る
堀
茂
樹
氏
に
よ
る
と
、「
白
人
中

間
層
が
、
ト
ラ
ン
プ
と
い
う
ト
ン
デ
モ
人
物
を
使
っ

て
、
ク
リ
ン
ト
ン
的
な
も
の
に
、
Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ

け
た
」
結
果
で
あ
る
（『
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
』
一
一
月

一
八
日
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が

報
じ
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
白
人
貧
困
層
が
投

票
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ト
ラ
ン
プ
支
持
の
中
心
は

米
国
の
年
収
の
中
心
値
と
さ
れ
る
五
〇
〇
万
～
九
九

九
万
円
の
層
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
そ
の
社

会
的
背
景
の
側
面
と
し
て
「
中
産
階
級
の
革
命
」
と

呼
ば
れ
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
小
さ

な
工
場
主
、
小
売
店
主
、
小
土
地
所
有
者
、
自
作
農
、

軍
人
、
教
員
、
官
吏
、
下
層
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
、

広
汎
な
小
市
民
層
が
経
済
的
没
落
不
安
を
抱
え
る
状

況
で
あ
る
。

　

こ
の
状
況
は
、
既
成
の
秩
序
、
制
度
、
組
織
不
信

を
呼
び
、
政
治
的
無
差
別
観
を
生
む
。「
み
ん
な
同

じ
だ
。
ど
う
せ
ろ
く
な
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
感
情

が
拡
が
る
と
、「
一
番
露
骨
に
、
一
番
心
臓
強
く
振

る
舞
う
や
つ
が
勝
つ
こ
と
は
当
た
り
前
」
で
「
道
理

に
代
わ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
無
理
が
出
て
来
る
」（
丸

山
真
男
）。
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
、
事
態
を
単

純
化
し
た
決
断
と
実
行
に
期
待
が
集
ま
る
。
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
連
動
す
る
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
テ
ィ
ー
グ
（
疲
労
）

が
あ
る
。
新
自
由
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
、

人
・
物
・
カ
ネ
の
自
由
移
動
の
た
め
に
国
家
の
レ
ギ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
規
制
）
を
不
用
と
す
る
。
結
果
、
地

球
規
模
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
が
起
こ
り
、
大
量
の
移

民
・
難
民
を
発
生
さ
せ
、
格
差
と
貧
困
、
差
別
と
排

除
が
国
内
外
に
拡
大
し
て
ゆ
く
。日
本
に
お
い
て
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
よ
う
に
新
自
由
主
義
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

に
走
り
な
が
ら
、全
く
真
逆
の
「
日
本
を
取
り
戻
す
」

と
い
う
安
倍
政
権
が
一
定
の
支
持
率
を
維
持
で
き
る

の
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
当
面
不
安
な
個
人
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
慰
め
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ン
プ

を
押
し
上
げ
た
波
長
と
、
サ
ン
ダ
ー
ス
を
支
持
し
た

若
者
た
ち
の
主
張
す
る
社
民
主
義
的
波
長
が
、
拮
抗

し
つ
つ
現
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
独
立
志
向
、
フ
ラ
ン
ス
の
極
右
国
民
戦

線
の
台
頭
、
イ
タ
リ
ア
の
五
つ
星
運
動
、
ス
ペ
イ
ン

の
ポ
デ
モ
ス
…
。
こ
の
潮
流
の
中
で
、
ド
イ
ツ
の
メ

ル
ケ
ル
の
国
際
協
調
は
厳
し
い
試
練
に
立
た
さ
れ
て

い
る
。

　

宗
教
、
民
族
、
国
家
、
使
い
古
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

孤
独
と
、不
安
に
投
げ
出
さ
れ
た
民
衆
の
寄
る
辺
は
、

必
然
的
に
不
寛
容
と
戦
争
に
つ
な
が
る
。「
資
本
主

義
の
終
焉
」論
を
裏
付
け
る
材
料
に
事
欠
か
な
い
が
、

新
国
家
主
義
の
も
と
、
Ｉ
Ｔ
、
核
、
宇
宙
、
自
然
な

ど
の
軍
事
化
と
い
う
市
場
創
造
で
、
し
っ
か
り
利
潤

の
確
保
に
向
か
う
だ
ろ
う
。「
平
和
と
希
望
の
組
織

化
」
を
ど
う
創
り
出
す
べ
き
か
、
私
た
ち
の
構
想
力

と
実
践
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。
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